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百道浜校区自治協議会 平成２１年度 ３月 定例総会 議事録 
 

■開催日 

平成２２年３月 ６日（土曜日） １９：００～２１：００ 

■場所 

百道浜公民館 １階 講堂 

 

■３月定例総会出欠表 
自治会・委員会名 氏  名 地域役職 出欠 

一丁目１区(イーストステージ 1,2,3,7 棟) 坂本 学 自治会長 出席 

一丁目２区(イーストステージ 5,6 棟) 大屋 喜昭 自治会長 出席 

 一丁目３区(ネクサスシーサイド) 向山 宏治 自治会長 出席 

 一丁目４区(サンパティーク) 北里 謙二 自治会長 欠席 

 一丁目５区・６区(センターステージ) 松永 裕介 自治会長 欠席 

 一丁目７区(ﾊﾟｰｸﾊｳｽ・ｼｬﾄﾚｼｰｻｲﾄﾞ・ｽﾘｰ M ﾊｲﾂ) 瀬口 紘一郎 自治会長 欠席 

 一丁目８区(百道タワー) 宮崎 信裕 自治会長 出席 

 三丁目１区(ヴェルデコート) 原口 裕司 自治会長 出席 

三丁目２区（アクアコート） 中川 正次 自治副会長 出席 

 三丁目３区(プライムメゾンももち) 周藤 和則 地区代表 欠席 

三丁目 （アンペレーナ百道） 井上 健一 館  長 欠席 

 三丁目 （グランドメゾン百道浜） 平井 栄太 自治会長 欠席 

四丁目１区(ネクサス百道・アルティコ－ﾄ) 柴崎 正廣 自治会長 出席 

四丁目２区(クリスタージュ) 長崎 雅子 自治会長 出席 

四丁目３区(サウスステージ・警察官舎) 八木 寿  自治会長 出席 

 四丁目４区(戸建) 久永 明 自治会長 出席 

四丁目５区（アトモスももち） 明松 万紀 自治副会長 出席 

四丁目６区（ネクサスレジデンシャルタワー） 松本 四王起  自治会長 欠席 

公民館 梶山 美知子 館 長 出席 

ＰＴＡ 荻林 和則 同会長 出席 

民生委員 元山 洋子 民生委員 代理出席 

ごみ減量・リサイクル推進連絡会議 柴崎 正廣 同会長 出席 

体育振興会 尾形 洋之 同会長 出席 

交通安全推進委員会 江口 嘉彦 同会長 出席 

青少年育成協議会 大森 光洋 同会長 出席 

老人クラブ 堤  信雄 同会長 欠席 

防災対策 大村 繁雄 同事務局長 出席 

 寄り集う友ときずなの百道浜の会 柴戸 陸史 同会長 出席 

社会福祉協議会 金高 慈子 同会長 出席 

百道浜校区自治協議会 圓山 紘一 同副会長 出席 

     〃 宮山 洋志 監事 出席 

オブザーバー（早良区役所地域支援課） 横山 有二 係長 出席 

 
柴崎副会長の進行により、議事次第にしたがって議事が審議された。 

議事の内容は以下のとおり。 
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■ はじめに 

１ お知らせ（ 百道福祉プラザ 馬場管理係長）  

 「早良障がい者フレンドホーム」（福祉プラザ１階）を利用される視覚障がい者の方から、玄関の位置がわから

ないとの苦情があり、音による誘導システム(チャイム音で案内)を導入、設置することとなった。稼動時間は平

日の午前９時から午後５時までで、休館日は停止し、ご迷惑をかけないようにしたい。周辺の居住者のご理解

をお願いする。 

 
２ 暴力団排除条例施行について（早良警察署 丸岩刑事管理官 大塚生活安全管理官 ほか ） 

  冒頭、柴崎副会長から説明者の早良警察署の丸岩管理官、大塚管理官と後任の梶原管理官、坂田交通管

理官の紹介があった。 

 

 （１）暴力団排除条例について（丸岩刑事管理官） 

・平成２２年４月１日から施行される暴力団排除条例について、丸岩刑事管理官からスライドおよび資料を

用いて説明があった。説明内容は以下の通り。 

 

 

１ 条例の位置づけ 

（１） 本条例は暴力団との縁切り条例として位置づけている。 

（２） みかじめ料などを渡す者も貰う者も違反となる。 

2 背景 

（１） 発砲事件や対立抗争など多発していること。  

・ 福岡県に６団体の暴力団ある。（全国では、２２団体。） 

・ トヨタ爆発物事件（H２０．９．１５）や、５年連続全国最多の発砲事件（H16-20）、企業に対する発砲事

件（H18～２０の間に２２件）。 

（２） 少年を巻き込む犯罪が続発していること。 

・ 児童買春、薬物の販売、暴走族は暴力団の予備軍になっていること等。 

（３） 暴力団を容認する社会的風潮があること。 

・ 暴力団に資金提供する者がいること。 

   ・ 用心棒代・地元対策費等と称した巧妙な資金獲得がある。 

3 条例の目的と理念 

  （１） 目的  

・県民・事業者・県・市町村が一体となった暴力団の排除活動を推進。 

・県民の安全で平穏な生活の確保。 

・県の社会経済活動の健全な発展。 

（２） 理念  

・ 「暴力団を利用しない」、「暴力団に協力しない」、「暴力団と交際しない」 

４ 基本的な施策 

 （１）県民や事業者の役割 

   ・公共工事からの排除や、暴力団を利用したり協力するために、金品を供与したり、商取引することの 

禁止。 

（事業者が処罰され、公表されることもある） 

   ・暴力団事務所として不動産取引等を行うことの禁止 

    （ 契約の相手方に利用目的を確認し事務所として使用させることの禁止。） 

（事務所と分かった場合の契約解除を契約書に盛り込むこと。） 

  （２）危害の排除 

   ・警察は暴力団の危害から県民を守る。 

（３）民事裁判への支援 

  暴力団を相手として、民事裁判を行うとき、県から支援がある。（訴訟費用の貸付） 

（４）青少年の健全な育成を図るための措置 

   ・青少年が暴力団からの被害を受けたり、加入を防止するための教育。 

（５）暴力団事務所の開設の禁止  

 学校等周辺区域における暴力団事務所の開設・運営を禁止する。（２００メートル以内の新設禁止。） 
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・４月の本条例の施行を契機として、本年を「暴力団排除元年」として位置付けており、今後、地域の皆様に

は勇気を持って暴力団との関係を断ち切ることに対するご理解とご協力をお願いしたい。 

（２）暴走族対策について （坂田交通管理官） 

・百道浜校区は暴走族のメッカとなっており、県内からこれを見に来る少年が集まってくる。 

・昨年１年間で早良警察署への１１０番通報が１０００件を超える状況であった。不名誉な数字。 

・昨年１０月から封鎖ネットを利用した暴走族の取締りを毎日やった。 

・ また、今年は早良署管内で交通事故が前年比で６０件増と多発している。昨日も６９歳の女性がはねら

れた人身事故が発生している。   

・事故防止のため早朝と夕方の取り締まりにシフトしているが、今後、４月になると暴走族の活動が活発化

するおそれがある。少年たちの集まり防止のためには、パトロールの強化が必要であり、自治協議会の

協力をぜひお願いする。  

（３）早良アン・アン・ネットワーク通信について（大塚生活安全管理官） 

・早良警察署管内では事件が多発しており、このため、インターネットを活用し、「ネットワーク通信メール」と

して配信している。 

・職場またはご自宅のパソコンのメールアドレスをメール登録し、早良警察署が配信する事件事故情報や

安心安全に関する情報のご活用をお願いする。 

（４）暴力団及び暴走族追放決起大会について（大塚生活安全管理官） 

   ・４月１日から暴力団排除条例が施行されこの地区においても暴力団排除を推進すること及び百道浜校区

における暴走族の追放を推進することを目的とした決起大会を開催したい。 

   ・自治協議会及び関係施設協議会（33 団体）と警察、区役所が一体になって決起大会の開催し、周辺をパ

レードして大会を盛り上げたい。 

・自治協議会のご賛同をぜひお願いする。   

（５）その他要望等 

・ハント族の対策としては、駐停車禁止規定をかけて取り締まりをしたいので、地元の意見を取りまとめてい

ただきたい。 

・不動産の譲渡時の暴力団排除の規約の事例を４月から５月の総会時に配布したいので早良署で準備を

お願いする。 

・４月１日の決起大会の周知文書の作成を早良署にお願いする。（掲示用に１００部程度） 

 

■議題 

 

１ 会長挨拶  （柴戸会長） 

  ・４月１日に暴力団追放の総決起大会を開催予定である。３月１９日に福岡タワーで開催された関係施設協

議会で提案があり、当日は高木学園の講堂で大会を開催後、主要な道路で追放のパレードを行う。 

自治協議会から、ぜひ１００人程度を動員し、盛り上げたいので各自治会の協力をお願いする。    

  ・２月２８日のチリ地震に伴う津波対策で、大村事務局長、大屋会長には海岸のパトロールをしていただくな

どご迷惑をかけ、御礼を申し上げる。 

  ・２月２０日に防災訓練を実施し、参加者は少なかったが、新たな視点にたったよい企画だったとの参加者よ

り賛同意見もあったことから、３月２０日の１３時から防災交流会を開催する予定である。 

平成１７年度の地震を体験された今泉自治会の松井氏を講師とした講演会を開催し、その後交流会を

実施したいと考えているので、ご参加をお願いする。 

  ・３月をもって会長等を退任したい。 次期会長に柴崎副会長を推薦したいので承認をお願いする。 

（→本件については出席者全員の拍手で承認された。）    

なお、会長のほか圓山副会長も退任されるので、会議終了後にお二人からご挨拶を受けることになった。 

  

２ 本年度の決算と新年度事業計画・予算案について(尾形会計) 

  ・役員の決定は別にして、決算を急いでほしい。４月末までには、ぜひ会計まで提出をお願いする。 

  ・事業計画、予算案の作成もあわせてお願いする。 

 
３ 男女共同参画事業について (柴戸会長) 

・３月２７日に男女共同参画事業（必須事業）として講演会を開催する。 

・講演者は総合図書館の植木館長で、演題は「美しいまちには美しい男女が似合う」である。 
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・場所は百道浜公民館講堂で、時間は１０時３０分から１２時までとなっており、案内のポスターの掲示及びご

参加をお願いする。   
 

４ 第４回ワイワイガヤガヤ塾の開催について（圓山副会長） 

  ・コミュニケーションを広げていくため、第４回ワイワイガヤガヤ塾を３月２７日の１３時から２時間の予定で公民

館の地域団体室で開催する。 

・対象者を６０歳前後としているが、年齢にはこだわらないので、ぜひご参加とご支援をお願いする。 

・なお、案内のチラシの自治会の掲示板への掲示をお願いする。 

 

５ 各自治会、各委員会等からの報告 

（１）自治会からの報告 
 

① １丁目３区（向山会長）  

・３月１日からグリーンバスのルート変更があり、博物館東側に停留所が設置された。またダイヤも土日

祝日、春休み、GW、夏休みのみの運行となる。 

 

② １丁目８区（宮崎会長）  

新役員がまだ決まっておらず、 ５月から新会長が対応することとなる。 

 

③４丁目４区（久永会長 ） 

・先週 日曜日（2/28）の午後１時から室見川沿いに建設されるマンションの説明会があった。 

・内容は具体的な説明というより 理念やモデル案の説明が主体であった。 

  ・約４０００ｍ２の敷地に ７～９階建て中高層のマンションを建設するもので来年春の着工、戸建５戸は 

今年１１月～１２月ごろ着工の予定である。着工前には地元に説明を行う予定。 

    

(２)各委員会からの報告 
①公民館 （梶山館長）   

２１年度一斉清掃と避難訓練を３月２０日１０時から実施する。その際、掃除用具などを持参いただけれ

ばありがたい。ぜひ参加をお願いする。 

 

②PTA （荻林会長） 

・２月２２日に「浜まっぴ」の売上の余剰金を活用して、宇宙航空研究開発機構（JAXA：ジャクサ）に講演

依頼し、子どもたちに宇宙の話をしていただいた。 

・宇宙服が高額なこと、宇宙からの通信の様子などの話などをしていただき、百道浜校区から飛行士にな

る子供がでることを期待している。 

・また余剰金で桜を購入することとしており、小学校のカーブに沿って桜を植えたい。公民館でも玄関目

に２～３本桜を植えてほしい。 

・３月１８日に百道浜小学校の卒業式が開催予定である。 

 

③民生委員（福原民生委員）  

・特になし 

 

④ごみ減量・リサイクル推進連絡会議 （柴崎会長） 

・特になし 

 

⑤体育振興会（尾形会長） 

・４月２５日にソフトボール大会を百道中央公園にて開催するので、ぜひご参加をお願いする。 

 

⑥交通安全推進委員会 （江口会長） 

・３月１３日に定例会を開催予定である。 

・２月１６日に早良署の東課長から連絡があり、ハント族の排除については「梅の花」の前の道路を夜間

駐停車禁止にすれば処理しやすいので、地元の意見を取りまとめていただきたいとの依頼があった。 

・４年前に市役所と協議し公園のライトが消えるようにしたが、タクシーがトイレを利用しており、トイレの封
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鎖が必要ではないか思う。（大屋会長の意見）。 

・ トイレの閉鎖より、駐停車禁止の規制が効果的であると思われる。また、一時的なタクシーの降車は警

察も配慮すると思われるので要望することに賛同してほしい。 

（→本件については自治会長の方々の了解を得て、交通規制の要望書を提出することになった。） 

 

⑦青少年育成協議会（大森会長） 

・２月１４日に 福永卓司さんの一人芝居の講演会を開催し、盛況で７４名の参加者があった。 

・講演の内容が事前に理解されおり、わかりやすかったと、非常に好評であった。 

・来年度もこのような企画していきたい。 

 

⑧老人クラブ連合会 

     ・欠席のため特に報告なし 

 

⑨防災対策連絡協議会（大村事務局長） 

・２月２０日に防災セミナーとして「DIG 図上訓練」 を開催した。参加型のセミナーで参加者の感想も好

評であった。（２５名参加） 

・これを受けて３月２０日に防災交流会として講演会と参加者の交流会を開催する。 

・講演会は、今泉自治会役員の松井氏を講師として、平成１７年３月の地震を教訓とした「今泉地区の自

主防災の現状」についてご講演をいただく。その後交流会を開催する。 

・災害時の危機管理は重要で、自分のものとして捕らえていただきたい。日頃からの防災機器の点検や

地域の情報交換が重要と認識しており、３月２０日の交流会にぜひご参加をお願いする。 

 

⑧寄り集う友ときずなの百道浜の会 （梶山館長） 

・２月９日に百道浜小学校で６年生全員を対象に開催し、６名がゲストティチャーで参加した。 

・今回は点字ブロックの話を全クラスを対象としてお話をした。 

・これに対し６年生全員にすばらしい感想文を書いてもらった。その中で、展示ブロックの必要性や人権

が身近に感じたなどの感想が述べられており、やりがいがあるため来年も参加したい。 

・３月５日に早良校区の人権交流会に３名が参加した。 

 

⑨社会福祉協議会 （金高会長） 

・３月７日に１丁目の７５歳以上の方を対象に昼食会を開催する。 昼食会には１丁目の自治会会長の皆

様方にはご出席をお願いする。当日は対象者１０４人中１５名の方が参加する予定である。  

・アルコールについては、健康管理の問題もあり、若干はお出しする。 

・３月１４日は 3，4 丁目の高齢者が対象（約３０名）であるが、対象者の方がいない自治会でも自治会長

のご出席をお願いする。  

    ・初めての試みであるため、ぜひご協力をお願いする。 

 

６ 報告・連絡その他  

 

（１）特定検診等について（早良区役所 横山係長） 

・特定検診の受診のご協力に感謝する。 

・国勢調査の調査員の推薦を３月末までにお願いする。 

（２）クッキーセットの購入について（梶山 公民館長） 

・百道福祉プラザでは、ホワイトデー用のかわいい袋には入ったクッキーセット(価格５００円)の販売を行って

おり、公民館にて予約受付中であるので、ご協力をお願いする。なお、品物の配布は火曜日（３/9）以降

になる。 

（３）倉庫等の設置について (柴戸会長) 

・公民館の倉庫が手狭になり、小学校の了承を得たので、学校敷地内に新設したい旨の提案があった。

（予算は１８万程度。）  

 ・倉庫の予算の執行については、事前に内容を知らせるべきで、新年度に延期したらどうか。 

また予算・決算については計画的な執行をお願いしたいとの要望があった。(大村事務局長) 

・倉庫の件は、すでに話を進めてきたので、本年度予算で是非執行したい旨の会長提案があり、出席者の承

認を得た。 
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（４）百道浜ＷＥＢについて (柴戸会長) 

 ・百道浜ＷＥＢをリニューアル中であるが、３月中旬に完了の予定である。 

 ・経費は５～８万円の予定で、本件は今年度の予算措置済み。 

 

７ 平成２２年度４月定例総会について 

   次回は、平成２２年４月３日(土) 午後７時より 百道浜公民館１階講堂で開催する。 

 

■退任挨拶 

 定例総会の終了後、今期で退任される柴戸会長、圓山副会長から退任の御挨拶があった。 

 

○ 柴戸会長 

   ・大屋会長から引き継ぎ会長となり２つの目標を立てた。１つは「企業との連携」、２つ目は「お金の流れの

明確化」である。 

   ・「企業との連携」については、関係施設協議会の参加や、早良警察署との暴走族対策などうまく連携が図

れたと思っている。 

   ・「お金の流れの明確化」については、四半期ごとに公表については不十分であった。しかしながら会計の

担当の尾形さんには全幅の信頼を置いている。決算の監査時に立会い、きちんと対応したい。 

・役員の報酬については、会長は１３万８千円（手当て１０万円、会長会費２万円、研修旅費１万８千円） 

     副会長は１２万円（６万円２人分－事務処理全般（主に広報・伝達関係）、 書記に４万円（手当て２万円

２人分）、 会計は１２万円となっている。これらの費用は自主財源と補助金でまかなっている。 

   ・また、公民館の財政が厳しいので公民館便りの発行費として１０万円を今年度より助成している。 

   ・社会福祉協議会に３万円寄付している。これは、地元企業からの寄付金から拠出している。 

・夏祭りには４１万円の企業からの寄付で賄っており、 明細は決算で確認いただきたい。 

・いずれにしてもお金については、きれいに処理している。 

・２年間を振り返ると思い出深い。 高木学園の建設、小学校の運動場の芝生化、夏祭りでは各役員の皆さ

んのご尽力などに感謝している。 

 

○ 圓山副会長 

・自治会の副会長として２年前から総会に出席していたが、柴戸会長の強い依頼があり、副会長として就任

した経緯がある 

・１０数年住んでいるが、地域との関係が疎遠であったが、柴崎副会長の助言も得て、副会長として活動し、

２年間でたくさんの方と知り合いになれ、地域の活動の様子も知ることができた。特に小学校の卒業式や

入学式で良い思い出ができた。  

・しかし９０歳になる母の介護のため、長男の務めとして実家へ居を移して、入所施設を探している。 

   ・再度 機会があればお手伝いをしたいと思っている。２年間お世話になり、大変感謝している。 

 

以上 


